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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2024年 4月 5日（金）Ｎo.31 

例 会 第１５４５回 米山記念奨学委員会/小杉苑  第１５４６回 早朝例会 

ソング：君が代、奉仕の理想  ソングリーダー：杉浦聡君 

■ 会 長 挨 拶          渡邊博文君 

桜の花が咲く、春爛漫の 4 月となりました。3

月30日から藤枝では、桜祭りが始まりましたが、

残念ながら、枝には花一輪、二輪とさびしい感じ

でした。寒暖差の激しかった 3 月を象徴するが如

くでした。 

３月２３日に袋井ロータリークラブ主催の「桜

を観る会」に杉山さんと一緒に行ってまいりまし

た。今のグループ編成の前の静岡第６分区の IM

記念合同事業で2000年―2001年にエコパの公園

に桜を２０１本植えたそうです。６０種類の桜が

見事に咲き誇っていましたと言いたいとこです

が、ご多分に漏れず、雨も降り、寒い花見となり

ました。当時のガバナー補佐からこの事業の話を

お聞きしました。クラブ内だけではなく、他クラ

ブとの IM 合同事業の大きな成果を実感できまし

た。懇親会も開かれ、我々、第４グループの会長

をはじめメンバーと楽しく親睦を深めることが

できました。 

本日は、米山記念奨学委員長の渡辺様をお迎え

しての例会となります。来年度は、地区の米山記

念奨学副委員長に内山さんを輩出します。内山さ

んには、副委員長２年、委員長、直前委員長と４

年間出向となります。また、４月から樽井さんが、

米山奨学生のカウンセラー、当クラブが世話クラ

ブとなります。本日の、講演をお聞きして理解を

深めて参りたいと考えます。私なりの米山記念奨

学事業の理解は、戦後、日本独特のロータリーの

事業と認識しています。アジアを中心とする多く

の若者を受け入れ、日本そのものを理解していた

だき、日本、世界の平和と安定に貢献できる人物

を、このような崇高な理念のもとに、輩出してき

た実績があります。本日は、ご講演よろしくお願

いいたします。 

 

■ ビ ジ タ ー                  

米山記念奨学会委員長 渡辺郁様 

 

■ 出 席 報 告          笠原大輔君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

40／51 78.43％ 44／51 86.27％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○阿井君○川口君○桑原君○小嶋君○竹田君 

○内藤君○中村君○中山君○早川君○村松君 

○森下君 

(１)メークアップ者 

漆畑雄一郎君（藤枝） 鈴木寿幸君（地区） 

平原望雲（奉仕） 

 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

43 43 0 9 
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パーフェクト例会数：                                               

                                                                  

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        笠原大輔君 

・本日、米山卓話でお邪魔しました。 

 どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

       米山記念奨学委員長 渡辺郁様 

・誕生日プレゼントありがとうございます。 

 還暦となります。健康第一でいきます。 

 今後も宜しくお願いします。 

 米山記念奨学委員長 渡辺郁様 遠路お越し 

いただきありがとうございました。本日は宜 

しくお願い致します。     渡邊博文君 

・誕生日プレゼントありがとうございました。 

 時々自分が何才かわからなくなることがあり 

ます。            江﨑直利君 

・妻の誕生日プレゼント有難う。 朝比奈絜君 

・誕生日プレゼントありがとうございます。 

 今年は 4回目の年男になります。笠原大輔君 

・誕生日プレゼントありがとうございました 

 68才になりました。      若林秀典君 

・誕生日プレゼントありがとうございました。 

               漆畑雄一郎君 

・結婚記念日のお祝いありがとうございます 

 最近めっきり、お祝いしていないので今年は 

 盛大に祝いたいと思います。  数野晴紀君 

・結婚記念日のお祝い有難うございます。 

                山田幸保君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま 

した。            小池吉徳君 

・結婚記念のお祝いありがとうございます。 

                鈴木照竟君 

スマイル累計額  ６５１，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 外 部 卓 話                       

米山記念奨学委員会 委員長 渡辺郁様 

「ロータリー米山記念奨学事業」は、ロータリ

ーが目指す国際理解と親善、世界平和に寄与する

ことを 目的としている。本事業は 1952年東京 RC

の奨学事業 (米山基金) 構想を踏まえ、わずか 5

年で 日本全国の共同事業へと発展、1967 年に文

部省(当時)を主務官庁とする財団法人ロータリ

ー米山記念奨 学会が設立(2012 年公益財団法人

へ移行)され、歴史的にも世界に類を見ない日本

のロータリー独自の 全 34 地区合同プロジェク

トとして現在に至っており、設立から一貫して国

を問わず外国人留学生を支援 している。米山記

念という冠は、日本のロータリークラブ創始者の

ひとり、米山梅吉翁の名前に由来して いるが米

山梅吉翁が始めた事業ではなく、1946年に米山梅

吉翁が亡くなられた以降にその偉業を讃え、 そ

の奉仕の精神を受け継ぐべく名付けられている。

そこには二度と戦争の悲劇を繰り返さないため

に、 国際親善と世界平和に寄与したいという、当

時のロータリアンたちの強い願いがあった。ロー

タリー米山 記念奨学会史にはこう書かれている。

「将来の日本の生きる道は平和しかない。その平

和日本を世界に理解 させるためには、アジアの

国々から一人でも多くの留学生を日本に迎え入

れて、平和日本を肌で感じても らうしかない。そ

れこそ、日本のロータリーに最もふさわしい国際

奉仕事業ではないだろうか」構想から 本年で 70

年になるが当時の想いは今も脈々と受け継がれ

ている。 

ロータリー米山記念奨学会と他の奨学金との

違いとして、①日本全国のロータリークラブ会員

の寄付が 財源②事業規模は国内民間の外国人留

学生奨学団体で最大 ③ 創立から一貫して外国

人留学生を支援 ④世話クラブ・カウンセラー制

度によるサポート体制の充実。以上 4点を挙げる
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ことができる。また、 最大の特徴である世話クラ

ブ・カウンセラー制度は、奨学生一人に対し、ひ

とつのロータリークラブが 【世話クラブ】となる。

またそのクラブのロータリアンから一名の 【カ

ウンセラー】が専任され、留学生 の相談役を務め

る。奨学生はクラブの例会や奉仕活動に参加が義

務付けられ、ロータリアンとの交流を 深める中

で、国際平和や奉仕の理念を学ぶ。したがって、

米山奨学生は奨学金を受け取るだけでなく、 顔

の見える交流を一番大切にし、積極的にロータリ

ーに参加する姿勢が求められる。 

米山記念奨学生の選考と奨学金として、米山記

念奨学生になるにはルールがある。まず地区内に

ある 指定校からの推薦が必要になる。奨学会で

許可された指定校が、学内から米山記念奨学生と

して相応しい 学力とコミュニケーション能力を

持つ学生を選定し応募する(担当教官の推薦状も

必要) その後、 共通の指定校推薦制度にて応募

があった学生を全国統一の書類選考、面接選考を

経て、最終的に毎年全国 で約 900 名程度を採用

している (2023学年度は全国で 880名、うち新規

採用は 623 名、当 2620 地区割 当は 27 名、うち

新規採用は 18名) 全国統一の基準としては、【将

来の目標・留学の目的がきちんとして いるかど

うか】 【交流への熱意があるかどうか】 【人柄

の良さ】 【コミュニケーション能力の高さ】+【地

区 裁量】として、日本語で意思疎通できる。もし

くは日本語での会話に意欲ある学生が有利とす

る。学問、 研究に今後も積極的に取り組む姿勢が

ある学生を優先。ロータリー活動に関心を示しか

つ積極的に協力し、 将来日本と母国との親善を

深めようとする学生を優先などが挙げられる。 

普通寄付金と特別寄付金について、米山記念奨

学事業への寄付は二通りある。①普通寄付金: 日

本の全 ロータリアンからの定期寄付でクラブが

金額を決められる。半期に一度、会員数分を送金

する。当地区は 4,000円以上。②特別寄付金:個

人、法人、クラブから普通寄付金以外の任意寄付。

金額の決まりはなく、 ロータリアン以外からも

受付けている。当地区は 12,000円以上。地区の

目標寄付額は、普通寄付と特別 寄付を合わせて、

一人が年間 16,000円以上としている。  

結びとしまして、ロータリー米山記念奨学事業

は、日本のロータリアンの善意で成り立っており

ま 

す。皆様からいただいた寄付金はクラブでの奨学

生の受け入れに関わらず、全国の奨学生を支援す

る為 に使用させていただいております。コロナ、

円安、資材高、人材不足等の影響で経済が圧迫さ

れ皆様方 の企業も大変な環境下におかれている

と思います。こんな時代に外国人学生を面倒見る

のは“どうか” とか、寄付は“ちょっと”と思わ

れるのも当然あると思います。しかしながら戦後

の 1952年、国際平和 を願った当時の日本のロー

タリアンは「こんな時だからこそ何かできること

はないだろうか」と模索 し、心を合わせてこの事

業を始められました。そんな時代の節目である今

だからこそ、これまで日本の ロータリアンが少

しずつ築き上げてきた平和への願いである本事

業を支え、次の時代につなげていかな ければな

らないと強く思うと同時に、民間外交としてこれ

からも世界に平和の架け橋を数多く架け、 平和

を求める日本のロータリアンの意思と絆を世界

に伝えていけたらと思います。 

藤枝南ロータリークラブの皆様におかれまし

ても、今後ともお力添えをお願いいたします。 本

日は卓話にお招きいただき、誠にありがとうござ

いました。 
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例会プログラム

 

 

 

■ 今週の一言         小林正敏君 

今年 9 月の誕

生日で満８０歳

となります。人

生１００年時代

と言われていま

す。９０歳まで

は人様に迷惑を

かけることなく

生きながらえたいと思っています。 

そのために頑張らなければならないと思って

努力しようといることは先ずは今現在の体力を

維持しなければと考えます。周囲の仲間に迷惑を

お掛けしているのですが下手なゴルフをあと 4，

5 年は頑張るつもりです。そのためにも一日当た

りの平均歩数も５０００歩を目指して頑張って

います。 

精神面では家の中に籠ることなくなるべく外

部の人との接点を如何に多く持つことも大切な

ことと思います。日々明るく前向きに、取分け心

ときめく時間がたくさんあればと願う今日この

頃です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

4/19(金) 

第 1547回 
地区協議会報告 小杉苑 

4/26(金)  

第 1548回 
地区協議会報告 小杉苑 

5/10(金) 

第 1549回 
会員卓話 理事会 

5/17(金) 

第 1550回 
外部卓話 小杉苑 

おめでとうございます！ 
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（担当/森竹君） 

4/7米山記念奨学生オリエンテーション・対面式 


